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特
別
記
事

門
松
秀
樹
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
門
松
秀
樹
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
幕
末
・
維

新
期
に
お
け
る
行
政
的
連
続
性
に
関
す
る
研
究
－
箱
館
奉
行
所
・
箱

館
裁
判
所
・
箱
館
府
・
開
拓
使
の
変
遷
を
事
例
と
し
て
」
の
構
成
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に

第
一
部
　
蝦
夷
に
お
け
る
行
政
機
関
の
機
能
と
運
営
の
実
態

　
第
一
章
蝦
夷
地
統
治
と
箱
館
奉
行
所

　　　四＝二一321＿じ））
は
じ
め
に

箱
館
奉
行
所
再
置
の
経
緯

箱
館
奉
行
と
江
戸
幕
府
首
脳
の
通
信

箱
館
奉
行
の
上
申
と
蝦
夷
地
政
策

樺
太
開
拓

場
所
請
負
制

蝦
夷
地
上
知

　
　
　
（
五
）
　
お
わ
り
に

第
二
章
箱
館
府
に
よ
る
民
政
の
実
態

（
一
）

（
二
）

　
1

　
2

（
三
）

は
じ
め
に

箱
館
裁
判
所
と
総
督
の
権
能

箱
館
裁
判
所
の
設
置
と
そ
の
権
限

箱
館
裁
判
所
総
督
の
勤
務
実
態

箱
館
府
に
よ
る
施
政
1
『
評
決
留
』

　
　
　
　
を
中
心
に
ー

　
　
　
（
四
）
　
箱
館
府
民
政
方
の
活
動
実
態

　
　
　
（
五
）
　
箱
館
府
と
民
衆
の
関
係

　
　
　
（
六
）
　
お
わ
り
に

第
三
章
　
箱
館
府
に
よ
る
外
政
の
実
態

1じ21じ）
（
四
）

に
お
け
る
記
載

　はじ

め
に

箱
館
府
の
機
構

箱
館
戦
争
以
前
の
機
構

箱
館
戦
争
後
の
機
構

箱
館
府
に
よ
る
外
政
－
行
政
実
務
に
着
目
し
て
1

開
拓
使
設
置
以
後
に
お
け
る
旧
幕
臣
の
処
遇

（
1
）
　
東
久
世
通
禧
開
拓
史
長
官
に
よ
る
旧
幕
臣
の
朝

臣
願
い

（
2
）
　
黒
田
清
隆
開
拓
史
次
官
に
よ
る
旧
幕
臣
の
朝
臣

願
い

　
お
わ
り
に
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補
助
論
文

　
第
一
章
明
治
初
期
に
お
け
る
旧
幕
臣
登
用
実
態
の
分
析
－

　
　
　
　
鑑
』
と
『
官
員
録
』
の
比
較
を
中
心
に
ー

第
二
章

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
江
戸
幕
府
崩
壊
後
の
幕
臣

　
　
大
政
奉
還
後
の
政
治
状
況

　
　
　
維
新
後
の
幕
臣
の
進
路
と
境
遇

　
　
　
明
治
政
府
の
幕
臣
に
対
す
る
処
遇

　
　
　
大
政
奉
還
を
巡
る
徳
川
慶
喜
の
意
図

　
　
　
明
治
政
府
に
よ
る
幕
臣
登
用
の
実
態
1
『
武
鑑
』

　
　
（
1
）
　
史
料
に
つ
い
て

　
　
（
2
）
　
分
析
の
手
法
に
つ
い
て

　
　
　
『
武
鑑
』
と
『
官
員
録
』
の
比
較
結
果

　
　
　
幕
臣
の
出
仕
と
明
治
政
府
の
人
材
登
用
方
針

　
　
　
お
わ
り
に

　
『
官
員
録
』
の
比
較
を
中
心
と
し
て
1

　
1
　
分
析
に
用
い
る
史
料
と
そ
の
手
法

（
一
）

（
二
）

　
1

　
2

　
3

　
4

（
三
）

『
武と

　
2

　
3

（
四
）

　
明
治
初
期
に
お
け
る
統
治
者
の
意
識
－
江
戸
時
代
に
お
け

る
藩
の
触
書
と
明
治
時
代
に
お
け
る
府
県
布
達
の
比
較
を
中

心
に
ー

（
一
）
　
は
じ
め
に

（
二
）
　
松
前
藩
に
よ
る
触
書

　
1
　
町
方
に
お
け
る
触
書

　
　
　
　
2

　
　
　
（
三
）

　
　
　
　
1

　
　
　
　
2

　
　
　
（
四
）

　
　
　
　
1

　
　
　
　
2

　
　
　
　
3

　
　
　
（
五
）

お
わ
り
に

在
方
に
お
け
る
触
書

箱
館
府
に
よ
る
布
達

箱
館
市
中
を
対
象
と
し
た
布
達

北
蝦
夷
地
を
対
象
と
し
た
布
達

触
書
と
布
達
の
比
較

江
戸
時
代
と
明
治
時
代
の
比
較

日
本
人
居
住
地
と
ア
イ
ヌ
居
住
地
の
比
較

他
地
域
と
の
比
較

お
わ
り
に

　
本
論
文
の
関
心
は
明
治
維
新
と
い
う
大
規
模
な
政
治
変
動
に
際
し

て
、
行
政
組
織
や
行
政
機
構
は
い
か
な
る
影
響
を
受
け
る
の
か
と
い

う
点
に
あ
る
。
既
存
の
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
維
新
の
政
治
変
動

に
お
い
て
も
行
政
の
連
続
性
が
保
た
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本

研
究
で
は
、
か
か
る
見
解
が
妥
当
性
を
も
ち
う
る
か
を
主
に
行
政
組

織
に
お
け
る
人
的
側
面
か
ら
検
証
す
る
。

　
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
政
府
と
旧
幕
臣
の
関
係
を
論
じ
る

際
に
、
そ
の
手
法
上
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
多
く
が

勅
任
官
を
対
象
と
し
て
お
り
、
明
治
政
府
に
よ
り
継
承
さ
れ
た
大
多

数
が
判
任
官
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
軽
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
門
松
君
は
か
か
る
事
実
を
踏
ま
え
、
総
括
的
に
旧
幕
臣
の
分
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析
に
挑
戦
す
る
の
で
あ
る
が
、
旧
幕
臣
の
確
定
に
は
最
善
の
配
慮
を

加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
判
任
官
層
を
対
象
と
し
て
、
『
官
員
録
』
や

『
官
員
全
書
』
等
の
史
料
を
用
い
る
と
、
幕
府
の
所
在
地
で
あ
っ
た

東
京
府
に
本
籍
を
持
つ
者
、
徳
川
宗
家
が
転
封
さ
れ
た
静
岡
県
に
本

籍
を
持
つ
者
が
中
心
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
門
松
君
は
従
来
の
研
究
で
用
い
ら
れ
た
民
間
発
行
の
資
料
で
あ
る

『
官
員
録
』
の
限
界
を
前
提
と
し
て
、
主
に
行
政
機
関
が
自
ら
作
成

し
た
職
員
の
履
歴
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
緻
な
分
析
を

め
ざ
し
た
。
ま
た
、
本
研
究
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
旧
幕
臣

の
継
続
的
登
用
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
所
属

し
た
行
政
機
関
相
互
の
機
能
的
比
較
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
江
戸
幕
府
と
明
治
政
府
が
地
域
的
に
も
、
時
間
的
に
も
連
続

し
て
支
配
し
た
地
域
と
、
そ
こ
に
お
け
る
行
政
機
関
を
対
象
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
研
究
で
は
、
幕
末
期
に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て

上
知
さ
れ
、
直
轄
地
と
な
っ
た
後
、
明
治
政
府
に
よ
り
接
収
さ
れ
た

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
と
、
同
地
に
設
置
さ
れ
た
行
政
機
関
で
あ
る
、

箱
館
奉
行
所
、
箱
館
裁
判
所
（
府
）
、
開
拓
使
を
事
例
と
し
て
、
行

政
機
関
の
機
能
的
比
較
、
及
び
人
的
な
連
続
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　
以
下
、
本
論
文
の
構
成
に
し
た
が
い
つ
つ
、
内
容
を
検
討
し
、
適

宜
評
価
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
部
で
は
、
旧
幕
臣
と
明
治
政
府
の
官
員
と
の
人
的
連
続
性
を

論
ず
る
前
提
と
し
て
、
対
象
と
な
る
行
政
機
関
相
互
が
機
能
的
に
い

か
な
る
共
通
点
を
有
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
第
一
章
で
は
、
安
政
以
降
に
江
戸
幕
府
に
よ
り
再
設
置

さ
れ
た
箱
館
奉
行
所
が
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
に
い
か
な
る
影
響
を
与

え
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
『
大
日
本
古
文
書
』
の
う
ち
『
幕

末
外
国
関
係
文
書
』
に
基
づ
き
、
当
該
時
期
の
箱
館
奉
行
と
江
戸
幕

府
首
脳
、
と
り
わ
け
老
中
と
の
通
信
に
着
目
し
て
、
影
響
力
の
考
察

を
進
め
て
い
る
。
日
米
和
親
条
約
の
締
結
を
契
機
に
再
設
置
さ
れ
た

箱
館
奉
行
所
は
外
国
と
の
様
々
な
交
渉
を
め
ぐ
り
老
中
と
通
信
を
取

り
交
わ
し
て
い
た
。
同
君
に
よ
り
、
箱
館
奉
行
と
老
中
の
往
復
文
書

形
体
が
綿
密
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
蝦
夷
地
政
策
に
影
響
を
与
え
た
文

書
は
上
申
書
と
伺
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
上
申
書

に
は
奉
行
の
政
策
提
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伺
に
は
行
政
実
務
に
つ

い
て
老
中
の
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
樺
太
開
拓
の
事
例
に
お
い

て
は
、
在
府
・
在
勤
の
両
箱
館
奉
行
の
見
解
が
老
中
の
政
策
決
定
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
奉
行
の
上
申
の
精
緻
な
分
析
は
き
わ
め
て
有
益
な
知
見
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
章
に
お
い
て
は
、
嘉
永
七
年
六
月
三
〇

日
か
ら
安
政
二
年
二
月
二
二
日
ま
で
の
箱
館
奉
行
か
ら
老
中
へ
の
伺

一
七
件
の
取
り
扱
い
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
分
析
の
結
果
と
し
て
、

箱
館
奉
行
所
の
必
要
経
費
や
奉
行
所
の
設
備
等
に
関
す
る
日
常
の
行
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政
実
務
が
主
体
で
あ
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
が
、
老
中
が
伺
通
り
指

令
し
た
中
に
外
国
と
の
交
渉
事
項
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に

値
し
よ
う
。
こ
れ
は
外
交
案
件
で
あ
ろ
う
と
現
地
の
判
断
が
優
先
さ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
同
君
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
奉
行
の

裁
量
は
広
範
に
及
ん
だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
「
箱
館
奉
行
所
が
蝦

夷
地
に
お
け
る
統
治
機
関
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
た
」
と
す
る

所
見
は
十
分
肯
首
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
明
治
政
府
が
蝦
夷
地
統
治
の
た
め
に
設
置
し
た
箱

館
裁
判
所
の
統
治
の
実
態
が
解
明
さ
れ
、
そ
の
役
割
と
機
能
が
詳
し

く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
箱
館
裁
判
所
に
関
し
て
は
、
岩
倉

具
視
ら
新
政
府
首
脳
が
蝦
夷
地
統
治
を
重
視
し
、
政
府
直
轄
化
を
決

定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、
同
君
の
研
究
成

果
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
同
章
で
は
、

箱
館
裁
判
所
の
設
置
と
そ
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
箱
館
裁

判
所
総
督
の
勤
務
実
態
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
門
松
君
は
国
立

国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
『
清
水
谷
公
考
文
書
』
を
用
い
、

総
督
の
勤
務
実
態
を
丹
念
に
追
究
し
て
い
る
。
慶
応
四
年
五
月
下
旬

の
短
期
間
の
「
日
記
」
で
は
あ
る
が
、
箱
館
裁
判
所
の
機
能
を
知
る

上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
内
容
を
み
る
と
、
総
督
の
職
務
は
来
客
と
の

対
面
、
外
交
関
係
の
通
信
、
政
治
判
断
を
要
す
る
問
題
へ
の
対
処
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
峠
下
ヨ
リ
戦
争
之
記
』
な
ど
か
ら
、
同
君

は
総
督
や
裁
判
所
首
脳
へ
の
評
価
は
概
し
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
付
言
し
て
い
る
。
勤
務
時
間
の
短
さ
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
は
総
括
的
に
み
て
同
君
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
箱
館

裁
判
所
は
慶
応
四
年
閏
四
月
、
箱
館
府
に
改
組
さ
れ
る
が
、
そ
の
機

能
を
め
ぐ
っ
て
は
『
評
決
留
』
に
依
拠
し
て
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
民
政
事
項
に
つ
い
て
は
機
構
上
も
江
戸
時
代

以
来
の
慣
行
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
例
を
あ
げ
れ

ば
、
村
同
士
の
入
会
地
の
境
界
策
定
を
め
ぐ
る
紛
争
で
の
調
停
が
あ

る
。
こ
う
し
た
調
停
は
広
範
な
分
野
に
及
ん
で
い
る
が
、
同
君
が
推

定
す
る
よ
う
に
、
奉
行
所
時
代
か
ら
の
慣
行
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
多
岐
に
わ
た
る
慣
行
は
旧
奉
行
所
吏
員
の
継
続
的
登
用
を
必
然

化
し
た
と
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
。

　
第
三
章
で
は
、
箱
館
裁
判
所
、
箱
館
府
の
外
政
に
着
目
す
る
。
と

り
わ
け
外
政
担
当
部
局
で
あ
る
「
外
国
局
」
の
活
動
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
門
松
君
は
同
章
に
お
い
て
、
外
交
事
務
が
い
か
に
処
理

さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
『
外
国
局
日
誌
』
や
『
書
簡
控
集
』
を

も
と
に
分
析
を
進
め
る
。
外
交
実
務
を
み
る
と
、
為
替
の
管
理
、
船

舶
の
管
理
、
貿
易
の
管
理
、
関
税
の
徴
収
、
外
国
人
関
係
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
業
務
を
い
か
に
遂
行
し
た

か
、
箱
館
奉
行
所
と
の
連
続
性
は
ど
う
か
が
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
丹
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念
に
検
証
さ
れ
て
い
る
。
分
析
に
は
杉
浦
誠
の
日
記
で
あ
る
『
箱
館

奉
行
日
記
』
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
豊
富
な
事
例
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
詳
細
な
検
討
の
結
果
、
開
拓
使
ま
で
外
交
権
限
が
連
続

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
奉
行
所
史
員

が
継
続
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
興
味
尽

き
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
開
拓
使
に
お
い
て
旧
幕
臣
が
登
用
さ
れ
た
実
態
を
、

開
拓
使
が
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
の
前
半
期
に
あ
た
る
明
治
九
年
ま

で
を
対
象
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
行
政

機
関
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
日
米
和
親
条
約
締
結
以
降
に
再
設
置

さ
れ
た
箱
館
奉
行
所
、
明
治
政
府
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
箱
館
裁
判
所

（
府
）
、
及
び
開
拓
使
で
あ
り
、
そ
の
幕
臣
の
実
態
を
北
海
道
立
文
書

館
所
蔵
資
料
を
も
と
に
分
析
し
て
い
る
。
箱
館
奉
行
所
、
箱
館
裁
判

所
及
び
箱
館
府
、
開
拓
使
の
各
々
の
機
関
で
業
務
上
の
連
続
性
が
高

い
こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
各
々
の
行
政
機
関
を
構
成

す
る
人
員
に
つ
い
て
も
連
続
性
が
高
く
な
る
と
の
仮
説
を
門
松
君
は

立
て
て
い
る
。

　
そ
こ
で
同
君
は
人
的
連
続
性
の
高
さ
を
検
証
す
る
た
め
、
北
海
道

立
文
書
館
所
蔵
の
『
官
員
進
退
調
綴
込
』
、
『
官
員
明
細
短
冊
』
、
『
履

歴
短
冊
』
、
そ
し
て
『
履
歴
書
』
を
用
い
る
。
同
君
の
分
析
が
実
に

手
堅
い
の
は
、
こ
れ
ら
用
い
る
一
連
の
資
料
の
性
格
を
個
別
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
幕
臣
の
登
用
実
態
を
正

確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
当
該
時
期
の
職
階
の
変
遷
や
職
員
数
が

『
開
拓
使
事
業
報
告
』
に
依
拠
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
分
析
の
結

果
に
よ
る
と
、
旧
幕
臣
は
二
七
二
名
で
あ
り
、
箱
館
奉
行
所
よ
り
継

続
し
て
箱
館
裁
判
所
に
登
用
さ
れ
た
者
は
二
二
九
名
に
上
る
。
こ
の

中
に
は
寛
政
年
間
に
幕
府
が
武
田
氏
の
遺
臣
と
し
て
取
り
立
て
た
、

い
わ
ゆ
る
八
王
子
千
人
同
心
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
人
員
の
地
位
の
変
遷
を
み
る
と
、
箱
館
奉
行
所
の
吏
員
は
箱
館
裁

判
所
に
お
い
て
は
す
べ
て
判
任
官
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
開

拓
使
に
つ
い
て
み
て
も
、
権
判
事
と
な
っ
た
箱
館
奉
行
杉
浦
誠
ら
若

干
名
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
は
判
任
官
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
開
拓
使
に
は
勅
任
官
や
奏
任
官
自
体
が
少
な
い
の
で
あ
る
か
ら
当

然
の
結
果
と
も
い
え
、
む
し
ろ
判
任
官
の
大
量
登
用
は
行
政
実
務
上

の
要
請
で
あ
る
と
指
摘
す
る
同
君
の
見
解
は
妥
当
と
い
え
る
。

　
実
態
は
各
所
に
お
い
て
箱
館
奉
行
所
の
吏
員
が
そ
の
ま
ま
継
続
任

用
さ
れ
、
開
拓
業
務
に
も
あ
た
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
給
事
席
文
武
掛
が
箱
館
戦
争
時
に
は
在
住
隊
の
隊
長
と
し
て

指
揮
を
と
っ
た
り
、
箱
館
奉
行
所
雇
か
ら
唯
一
の
司
事
席
に
登
用
さ

れ
る
な
ど
、
活
躍
の
場
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
門
松
君
は
旧
幕
臣
の

数
量
的
分
析
と
同
時
に
、
各
種
史
料
か
ら
個
別
事
例
を
丹
念
に
拾
い

上
げ
旧
幕
臣
の
登
用
実
態
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
こ
か
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ら
得
ら
れ
る
知
見
は
貴
重
で
あ
る
。

　
同
君
は
本
章
に
お
い
て
、
旧
幕
臣
の
職
員
全
体
に
占
め
る
割
合
が

明
治
五
年
を
画
期
と
し
て
減
少
し
て
い
る
点
に
着
目
す
る
。
同
年
に

は
、
旧
幕
臣
に
つ
い
て
一
六
〇
名
が
、
旧
箱
館
奉
行
所
吏
員
が
一
四

七
名
開
拓
史
履
歴
よ
り
消
え
て
い
る
。
門
松
君
は
『
履
歴
書
』
等
の

史
料
か
ら
、
主
と
し
て
旧
箱
館
奉
行
所
吏
員
の
離
職
率
が
高
い
こ
と

を
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
開
拓
使
設
置
直
後
に
は
行

政
組
織
・
機
構
の
整
備
上
、
と
り
わ
け
行
政
実
務
の
連
続
的
運
営
の

必
要
性
が
高
か
っ
た
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
三

年
に
黒
田
清
隆
が
開
拓
使
次
官
に
就
任
す
る
と
、
新
た
に
積
極
的
な

開
拓
政
策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
数
も
増
大
す
る
。
黒

田
の
就
任
以
降
、
新
規
の
開
拓
政
策
実
施
に
む
け
て
の
組
織
整
備
が

求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
開
拓
使
自
体
の
変
化
は
、
も
は
や
旧
箱
館

奉
行
所
吏
員
を
継
続
的
に
登
用
す
る
必
要
性
を
低
下
さ
せ
た
。
同
君

は
、
こ
れ
を
旧
箱
館
奉
行
所
吏
員
が
「
中
継
ぎ
的
」
役
割
を
終
え
た

と
み
な
し
て
い
る
が
、
全
体
的
な
組
織
変
化
の
観
点
か
ら
み
る
限
り
、

妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
黒
田
は
開
拓
使
の
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
黒
田
に
よ
る
新
規
の
方
針
が
開
拓
使
の
組
織
編
制

に
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

黒
田
は
兵
部
省
か
ら
開
拓
使
に
異
動
す
る
に
あ
た
り
、
北
海
道
地
方

の
巡
察
を
行
っ
て
い
る
。
巡
察
の
結
果
は
太
政
官
に
復
命
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
『
北
海
道
樺
太
開
拓
に
関
し
上
陳
』
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
黒
田
は
開
拓
使
の
本
庁
を
石
狩
へ
移
転
す
べ
き
こ
と
、

開
拓
使
の
長
官
に
は
大
臣
を
あ
て
る
べ
き
こ
と
、
北
海
道
・
樺
太
の

両
開
拓
使
を
統
合
す
べ
き
こ
と
、
統
合
後
の
開
拓
使
の
年
間
予
算
を

一
五
〇
万
円
と
す
べ
き
こ
と
、
北
海
道
の
分
割
支
配
を
廃
止
す
べ
き

こ
と
、
江
戸
時
代
以
来
の
慣
行
を
重
視
す
べ
き
こ
と
、
開
拓
の
た
め

の
移
民
に
は
北
海
道
及
び
東
北
地
方
の
人
々
を
あ
て
る
べ
き
こ
と
、

現
状
を
納
言
以
上
の
太
政
官
に
お
け
る
首
脳
部
が
視
察
す
べ
き
こ
と
、

開
拓
に
適
し
た
技
術
者
を
登
用
す
べ
き
こ
と
な
ど
多
く
の
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。
黒
田
に
よ
る
提
言
の
多
く
は
実
現
し
て
お
り
、
黒
田
の

手
腕
と
開
拓
使
に
対
す
る
影
響
力
は
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か

る
。
　
な
か
で
も
黒
田
の
人
事
政
策
が
注
目
さ
れ
る
。
門
松
君
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
廃
藩
置
県
直
後
に
行
わ
れ
た
官
制
改
革
で
は
各
行
政
機

関
の
長
官
の
人
事
権
が
拡
大
さ
れ
た
。
旧
幕
臣
が
主
と
し
て
登
用
さ

れ
て
い
る
判
任
官
の
任
免
は
長
官
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
奏
任
官
は

長
官
の
奏
聞
に
よ
り
太
政
官
が
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
拓
使

の
場
合
、
し
ば
ら
く
長
官
は
空
席
で
あ
っ
た
が
、
実
態
と
し
て
は
明

治
四
年
十
月
以
降
、
黒
田
が
事
実
上
長
官
と
し
て
職
務
を
遂
行
し
て

い
た
。
上
述
の
建
言
書
に
は
開
拓
使
の
人
事
政
策
と
し
て
黒
田
は
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「
官
吏
ヲ
減
シ
煩
擾
ヲ
省
」
く
と
し
て
お
り
、
冗
官
の
淘
汰
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
開
拓
使
職
員
の
履
歴
録
に
は
「
御
人
減
之
為
職
務
被

免
候
事
」
と
い
う
記
載
が
散
見
さ
れ
、
黒
田
の
方
針
に
沿
っ
て
人
員

整
理
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
「
明
治
五
年
を
画
期
と
し
て
開
拓

使
は
そ
の
規
模
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
開
拓

使
内
部
に
お
い
て
は
常
に
冗
員
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
」
と

す
る
門
松
君
の
指
摘
は
的
を
射
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
一
方
で
黒
田
は
北
海
道
の
開
拓
事
業
に
資
す
る
者
、
す
な
わ
ち
農

業
や
鉱
工
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
知
識
や
技
術
を
有
す
る
人
材
の
登

用
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
人
事
方
針
は
政
府
の
入
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
開
拓
使
予
算
と
は
別
途
に
人
件
費
が
計
上
さ
れ
た
。

　
か
く
し
て
、
同
君
が
い
み
じ
く
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
黒
田
の
人

事
方
針
が
採
用
さ
れ
、
開
拓
使
は
組
織
的
に
新
陳
代
謝
を
遂
げ
る
。

新
た
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
登
用
さ
れ
る
一
方
で
、
明
治
五
年
以
降

「
中
継
ぎ
的
」
役
割
を
果
た
し
た
旧
箱
館
奉
行
所
吏
員
は
し
だ
い
に

淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
は
、
開
拓
使
が
設
置
さ
れ
て
い
た
後
半
に
あ
た
る
、
明

治
九
年
か
ら
十
五
年
の
開
拓
使
廃
止
ま
で
の
旧
幕
臣
の
登
用
実
態
の

分
析
が
試
み
ら
れ
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
『
履
歴
短
冊
　
明
治

十
四
年
六
月
』
甲
・
乙
、
『
判
任
官
履
歴
録
　
明
治
十
五
年
改
』

甲
・
乙
、
『
廃
使
ノ
際
開
拓
使
本
庁
職
員
録
』
を
用
い
、
履
歴
記
録

の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
君
は
職
員
数
に
占
め
る

旧
幕
臣
の
増
減
や
履
歴
記
録
の
記
載
内
容
か
ら
、
開
拓
使
に
お
け
る

人
事
政
策
の
基
本
的
方
針
を
で
き
る
限
り
究
明
し
よ
う
と
す
る
。
上

記
の
一
連
の
履
歴
記
録
か
ら
、
開
拓
使
職
員
の
姓
名
、
本
籍
地
、
開

拓
使
出
仕
以
前
の
履
歴
が
整
理
さ
れ
る
。
明
治
九
年
以
降
に
お
け
る

履
歴
記
録
に
お
い
て
、
開
拓
使
に
よ
る
登
用
を
確
認
で
き
る
旧
幕
臣

は
一
五
〇
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
旧
箱
館
奉
行
所
関
係
者
と
し
て

は
六
一
名
が
確
認
さ
れ
る
。
門
松
君
が
作
成
し
た
「
開
拓
使
に
お
け

る
幕
臣
一
覧
表
（
明
治
九
年
以
降
）
」
等
を
み
る
限
り
、
箱
館
奉
行

所
関
係
者
の
減
少
傾
向
が
明
治
九
年
以
降
に
お
い
て
も
緩
や
か
に
続

い
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
君
の
分
析
か
ら
、
開
拓
使
に
登
用

さ
れ
た
旧
幕
臣
数
減
少
が
旧
箱
館
奉
行
所
関
係
者
の
減
少
に
起
因
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
地
道
な
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な

知
見
で
あ
る
。

　
ま
た
、
門
松
君
は
履
歴
史
料
等
か
ら
「
開
拓
使
履
歴
史
料
に
お
け

る
職
員
出
身
地
分
類
一
覧
表
」
を
作
成
し
、
開
拓
使
職
員
の
出
身
地

が
全
国
に
広
が
る
の
は
廃
藩
置
県
以
降
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
職
員
の
出
身
府
県
の
拡
大
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
明
治

政
府
が
中
央
政
府
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
職
員
を
全
国
的
規
模

で
募
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
同
君

は
ま
た
、
各
藩
閥
の
出
身
者
数
を
比
較
し
、
鹿
児
島
県
の
出
身
者
の
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割
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
開
拓
使
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
黒
田

清
隆
の
影
響
を
重
視
し
て
い
る
。
「
開
拓
十
年
計
画
」
な
ど
を
考
慮

す
れ
ば
、
か
か
る
見
方
は
妥
当
な
見
解
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
同
君
は
根
拠
と
な
る
史
料
を
有
意
に
整
理
し
、
興
味
深
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
「
開
拓
使
に
お
け
る
幕
臣
在
籍
期
間
一
覧
表
」
も
そ

の
一
つ
で
、
こ
の
表
か
ら
箱
館
奉
行
所
関
係
者
と
そ
れ
以
外
の
旧
幕

臣
を
比
較
し
た
場
合
、
箱
館
奉
行
所
と
は
無
関
係
な
旧
幕
臣
の
方
が

よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
登
用
さ
れ
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
本
章
で
は
開
拓
使
の
人
事
方
針
に
つ
い
て
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
当
初
の
段
階
に
お
い
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
箱
館
奉

行
所
の
吏
員
が
継
続
登
用
さ
れ
て
い
た
が
、
黒
田
の
新
方
針
に
沿
っ

て
明
治
五
年
ご
ろ
か
ら
新
た
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
採
用
、
旧
箱
館

奉
行
所
関
係
者
の
淘
汰
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
重
要
と
な
る
の

は
開
拓
事
業
等
に
お
け
る
旧
技
術
か
ら
新
技
術
へ
の
移
行
で
あ
る
。

欧
米
式
の
新
技
術
の
導
入
に
は
そ
の
普
及
、
定
着
に
相
応
の
時
間
を

要
す
る
。
そ
こ
に
生
じ
る
移
行
期
間
は
江
戸
時
代
以
来
の
手
法
に
関

す
る
技
術
や
経
験
を
有
す
る
旧
幕
臣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
こ
う
し

た
新
旧
の
交
代
は
、
同
君
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
計
画
的
に
進
め
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
黒
田
の
指
導
力
が
光
っ
て
い
る
。

　
門
松
君
は
人
事
政
策
を
詳
ら
か
に
す
る
た
め
、
開
拓
使
に
お
け
る

定
年
や
登
用
基
準
に
も
着
目
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
履
歴
史
料
と

し
て
は
、
『
官
員
進
退
調
綴
込
　
上
下
』
、
『
廃
使
ノ
際
開
拓
使
本
庁

職
員
録
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
開
拓
使
に
お
け

る
登
用
年
齢
の
下
限
は
十
六
歳
で
あ
り
、
定
年
は
七
〇
歳
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
登
用
の
基
準
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
確
に
示
し
た

史
料
は
存
在
せ
ず
、
履
歴
史
料
よ
り
読
み
取
れ
る
手
が
か
り
が
丹
念

に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
父
な
い
し
は

家
長
が
在
職
中
に
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
地
位
が
後
継
者
に
よ
り
継

承
さ
れ
る
と
い
う
慣
行
で
あ
る
。
開
拓
使
設
置
当
初
に
お
い
て
は
、

個
人
の
能
力
に
立
脚
し
て
適
任
者
を
登
用
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
江

戸
時
代
に
お
け
る
武
家
の
家
職
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
役
職
に
対
す
る
慣
行
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
た
と
す
る
同
君
の
指
摘
は
妥
当
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
六
章
で
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
北
海
道
統
治
を
中
断
し
た
事
件

で
あ
る
箱
館
戦
争
を
事
例
と
し
て
、
箱
館
戦
争
が
箱
館
府
・
開
拓
使

に
登
用
さ
れ
た
旧
幕
臣
に
対
し
て
、
戦
中
の
行
動
が
そ
の
後
の
開
拓

使
職
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
考
察
を

加
え
て
い
る
。
箱
館
戦
争
に
お
い
て
は
、
開
戦
初
頭
の
峠
下
村
の
戦

い
以
降
、
大
変
短
い
期
間
に
清
水
谷
公
考
箱
館
府
知
事
が
箱
館
か
ら

青
森
に
撤
退
し
て
い
る
が
、
清
水
谷
が
青
森
に
退
い
た
後
に
箱
館
府

職
員
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
を
、
開
拓
使
が
作
成
し
た
『
官
員

進
退
調
綴
込
』
等
の
履
歴
史
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
門
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松
君
は
箱
館
戦
争
と
蝦
夷
地
の
概
況
に
詳
し
く
ふ
れ
た
後
、
清
水
谷

府
知
事
撤
退
以
降
の
箱
館
府
職
員
の
動
向
に
注
目
し
て
い
る
。
箱
館

府
の
幹
部
や
彼
ら
に
随
行
し
た
兵
士
や
職
員
は
青
森
に
同
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
府
知
事
の
青
森
脱
出
が
急
遽
決
定
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
蝦
夷
地
各
地
に
在
勤
す
る
職
員
の
多
く
は
勤
務
地
に
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
同
君
が
史
料
を
精
査
し
た
結
果
、

職
員
ら
二
四
六
名
中
ニ
ニ
八
名
が
青
森
に
脱
出
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
箱
館
府
在
勤
と
い
っ
て
も
、
東
京
や
新
潟
な
ど
に
出
張
し

て
い
た
者
も
お
り
、
そ
れ
ら
は
主
張
先
か
ら
情
報
を
得
て
青
森
に
向

か
っ
た
者
も
あ
る
。
同
君
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
考
究
し
て
お
り
、
当
時
の
様
子
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
興
味
深
い
の
は
撤
退
に
動
向
せ
ず
、
蝦
夷
地
に
潜
伏
し
た

人
々
で
あ
る
。
蝦
夷
地
で
の
潜
伏
を
選
ん
だ
の
は
三
五
名
で
あ
る
。

遠
隔
地
に
在
勤
し
て
い
た
た
め
、
撤
退
の
情
報
伝
達
が
遅
れ
、
潜
伏

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
旧
幕
府
軍
と
戦
闘
し
負

傷
し
て
潜
伏
し
た
者
な
ど
も
あ
る
。

　
清
水
谷
府
知
事
は
、
親
や
妻
子
な
ど
家
族
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

青
森
に
脱
出
せ
ず
勤
務
地
で
明
治
政
府
に
よ
る
回
復
を
待
つ
よ
う
指

示
を
出
し
て
い
る
。
同
君
は
こ
こ
で
個
別
事
例
に
ふ
れ
、
蝦
夷
地
残

留
と
な
っ
た
人
々
の
様
子
を
記
録
か
ら
描
き
出
し
て
お
り
、
興
味
深

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
君
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
残
留
者
の
中

に
は
実
際
は
旧
幕
府
側
に
出
仕
し
た
者
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
旧
幕
府
軍
に
出
仕
し
た
の
は
、
正
確
に
は
十
六
名
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
清
水
谷
の
青
森
撤
退
後
箱
館
な
ど
に
潜
伏
し
て
い
た
が
、

旧
幕
府
軍
の
探
索
を
受
け
、
出
仕
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
門

松
君
は
事
例
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
箱
館
府
職
員
が
旧
幕
府
軍
に
出

仕
し
て
ゆ
く
過
程
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に

も
身
の
振
り
方
は
様
々
で
あ
り
、
旧
幕
府
軍
占
領
下
の
箱
館
に
留
ま

り
、
政
府
軍
の
密
偵
と
し
て
諜
報
活
動
に
遭
進
し
た
者
も
あ
る
。
旧

幕
臣
出
身
の
箱
館
府
職
員
の
中
に
は
旧
幕
府
軍
に
同
情
的
で
あ
っ
た

者
が
存
在
し
た
こ
と
を
『
峠
下
ヨ
リ
戦
争
之
記
』
よ
り
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
箱
館
戦
争
中
箱
館
府
に
在
勤
し
た
職
員
の
動
向

を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
な
く
、
門
松
君
の
研
究
は
斬
新
で

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
は
箱
館
戦
争
に
お
け
る
行
動
は
旧
幕
臣
の
処
遇
に
ど
の
よ

う
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
開
拓
使
の
設
置
に
あ
た
っ
て

は
、
箱
館
府
人
員
の
う
ち
判
任
官
以
下
に
つ
い
て
は
一
度
全
員
を
免

職
と
し
、
選
考
の
後
再
び
登
用
す
る
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
箱
館
戦
争
で
免
職
処
分
に
な
っ
た
者
を
再
登
用
す
る
目
的
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
君
は
多

く
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
裏
づ
け
を
行
っ
て
お
り
、
説
得
的
で
あ
る
。

実
際
、
処
遇
に
は
か
な
り
の
格
差
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
清
水
谷
府
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知
事
に
随
行
し
た
者
に
は
五
〇
両
の
恩
賞
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
こ
う
し
た
中
に
は
潜
伏
後
朝
臣
願
い
を
出
し
た
事
例
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
る
。
朝
臣
願
い
の
採
否
は
族
籍
を
認
め
る
か
否
か
の
問
題

で
あ
り
、
士
族
以
上
の
族
籍
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
秩
禄

処
分
以
前
に
お
い
て
は
家
禄
の
支
給
と
い
っ
た
経
済
的
保
障
が
認
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
開
拓
使
の
人

事
に
お
け
る
登
用
基
準
は
朝
臣
か
否
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
各
人

が
有
す
る
技
術
や
能
力
に
対
す
る
評
価
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
開

拓
使
本
支
庁
の
会
計
局
で
は
、
財
務
処
理
能
力
が
登
用
の
基
準
と
な

っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
箱
館
戦
争
終
戦
後
に
お
い
て
は
、
清
水
谷
府
知

事
よ
り
旧
幕
府
軍
に
出
仕
し
た
箱
館
府
職
員
に
対
し
て
、
そ
の
罪
状

を
赦
免
す
る
旨
を
言
明
し
た
申
し
渡
し
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど
、
寛
典

に
処
さ
れ
た
。
旧
幕
府
軍
に
出
仕
し
た
者
で
す
ら
、
一
時
的
に
免
職

等
の
処
分
を
受
け
た
が
、
再
び
箱
館
府
や
開
拓
使
に
出
仕
し
た
。
東

久
世
や
黒
田
は
朝
臣
願
い
を
出
し
、
終
始
旧
幕
臣
に
対
し
て
温
情
的

対
応
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
太
政
官
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
門
松
君
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
旧
幕
臣
の
行
政
事
務
の

維
持
、
運
営
の
有
用
性
に
対
す
る
認
識
の
違
い
か
ら
生
じ
た
結
果
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
が
本
論
文
の
本
論
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
膨
大
な
史
料
を

丹
念
に
読
み
解
き
、
的
確
な
検
討
、
整
理
、
巧
み
な
分
析
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
成
果
は
当
該
分
野
の
研
究
の
進
展
に
十
分
資
す
る
も

の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
論
文
に
は
補
助
論
文
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
論
で
進
め
た
北

海
道
に
お
け
る
行
政
的
連
続
性
が
中
央
政
府
レ
ベ
ル
で
は
ど
の
よ
う

に
観
察
さ
れ
る
か
を
課
題
と
し
た
論
文
と
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時

代
初
期
に
か
け
て
の
官
民
関
係
の
連
続
性
、
す
な
わ
ち
行
政
機
関
が

統
治
の
対
象
と
す
る
民
衆
と
の
関
係
を
検
討
し
た
論
文
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
第
一
論
文
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
『
武
鑑
』
と

『
官
員
録
』
の
比
較
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
に
よ
る
旧
幕
臣
登
用
の

実
態
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
大
政
奉
還
前
後
の
政
治

的
状
況
の
推
移
や
、
明
治
以
降
の
旧
幕
臣
に
対
す
る
処
遇
な
ど
か
ら
、

明
治
政
府
の
旧
幕
臣
に
対
す
る
認
識
と
、
そ
の
登
用
方
針
な
ど
に
関

し
て
も
考
察
を
進
め
て
い
る
。

　
同
論
文
で
は
、
幕
臣
と
明
治
政
府
と
の
関
係
の
実
態
を
、
明
治
政

府
に
よ
る
幕
臣
の
登
用
に
着
目
し
て
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
こ
に
登
用

さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
幕
臣
と
明
治
政
府
の
関
係
を
よ
り
広
範
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
明
治
維
新
以
降
の
幕
臣
に
対
す
る
明
治
政
府
の
処
遇

や
、
そ
の
登
用
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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幕
臣
に
対
す
る
明
治
政
府
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
一
度
朝
敵
と
し

て
お
き
な
が
ら
も
、
佐
幕
勢
力
に
よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
ク
ー
デ
タ
ー
へ

の
警
戒
と
、
行
政
上
の
実
務
官
僚
の
不
足
を
補
う
必
要
性
か
ら
明
治

政
府
は
幕
臣
に
対
し
て
寛
大
に
処
遇
し
、
幕
臣
の
登
用
を
行
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。
幕
臣
の
側
で
も
、
徳
川
氏
の
静
岡
転
封
後
に
お

い
て
は
、
そ
の
大
半
が
困
窮
し
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
生
計
を

た
て
る
べ
く
明
治
政
府
に
よ
る
登
用
に
積
極
的
に
応
じ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
明
治
初
期
に
お
い
て
幕
臣
が
与
え
ら
れ
た
地
位
は
、

政
策
決
定
に
関
与
す
る
よ
う
な
高
い
地
位
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
務

を
担
当
す
る
中
堅
以
下
の
地
位
で
あ
っ
た
。
補
助
論
文
で
指
摘
さ
れ

た
こ
う
し
た
見
解
は
本
論
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
維
新
期
の

幕
臣
に
関
す
る
適
切
な
評
価
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
論
文
で
は
、
北
海
道
（
蝦
夷
地
）
を
主
た
る
事
例
と
し
て
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
藩
レ
ベ
ル
の
触
書
の
内
容
と
、
明
治
初
期
に
お

け
る
箱
館
府
の
布
達
の
内
容
を
比
較
、
検
討
し
て
、
明
治
維
新
を
画

期
と
し
て
、
統
治
者
の
意
識
や
、
官
民
関
係
に
関
す
る
認
識
に
い
か

な
る
変
化
を
認
め
う
る
か
、
果
し
て
連
続
性
を
認
め
う
る
か
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
松
前
藩
に
よ
る
触
書
と
箱
館
府
に

よ
る
布
達
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
比
較
し
、
明
治
維
新
が
政
府
と

民
衆
の
関
係
に
与
え
た
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
連
続
性
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
江

戸
時
代
に
お
け
る
領
主
と
領
民
の
関
係
で
あ
る
「
仁
政
」
的
な
支
配

関
係
の
継
続
性
が
認
め
ら
れ
る
。
支
配
関
係
の
変
化
は
明
治
維
新
に

お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
る
と
の
筆
者
の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
事
例
と
し

て
と
り
あ
げ
た
中
越
地
方
の
柏
崎
県
の
布
達
を
精
査
し
て
み
る
と
、

明
ら
か
に
在
方
と
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
政
府
と
民
衆
の
関
係

は
農
村
部
に
お
い
て
継
続
性
が
高
い
と
い
う
門
松
君
の
知
見
は
注
目

に
値
し
よ
う
。

　
以
上
の
内
容
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
同
君
の
論
文
に
対
す
る
総
括

的
評
価
を
行
い
た
い
。
同
君
の
論
文
の
大
前
提
に
は
、
政
治
変
動
と

行
政
組
織
、
行
政
機
関
の
関
係
に
関
し
て
人
的
連
続
性
を
明
ら
か
に

す
る
と
い
う
行
政
学
的
問
題
意
識
が
あ
る
。
明
治
維
新
に
際
し
て
の

行
政
的
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
旧
幕
臣
の
処
遇
を

総
括
的
、
か
つ
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
テ

ー
マ
を
扱
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
勅
奏
任
官
を
中
心
に
分
析
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
門
松
君
は
多
数
を
占
め
る
判
任
官
と
い
う
い
わ
ば

実
務
官
僚
層
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
分
析
を
よ
り
精
緻
に
行
い
、
そ

の
実
態
と
役
割
を
明
確
化
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
み
ら
れ

る
堅
実
な
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
君
の
研
究
か

ら
廃
藩
置
県
が
大
き
な
画
期
と
な
っ
て
い
る
と
の
注
目
す
べ
き
知
見

が
認
め
ら
れ
る
。
箱
館
を
事
例
と
し
た
こ
の
研
究
で
は
、
旧
幕
臣
が
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維
新
期
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で
い
わ
ば
「
中
継
ぎ
」
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
視
点
も
実
に
新
鮮
で
あ
り
、
貴

重
な
見
解
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
君
は
旧
幕
臣
が
所
属
し
た
行
政
機
関
相
互
の
機
能
的
比

較
を
進
め
た
が
、
こ
の
成
果
は
人
的
連
続
性
を
補
完
す
る
上
で
き
わ

め
て
有
効
で
あ
る
。
日
本
の
近
世
と
近
代
の
連
続
性
、
非
連
続
性
に

関
心
を
寄
せ
る
研
究
者
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

疑
い
な
い
。

　
細
部
に
も
す
ぐ
れ
た
知
見
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も

同
君
の
研
究
の
質
を
高
め
て
い
る
の
は
、
厳
密
な
史
料
批
判
で
あ
る
。

北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
の
『
官
員
進
退
調
綴
込
』
を
は
じ
め
と
す
る

膨
大
な
史
料
群
に
一
つ
一
つ
丹
念
に
史
料
批
判
を
加
え
た
上
で
史
料

を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
実
証
史
学
者
の
真
摯
な
仕
事
と
し
て
、
こ

れ
ま
た
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
同
論
文
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
各
章
の
概
況

を
論
じ
た
部
分
が
い
さ
さ
か
冗
長
な
点
で
あ
る
。
本
論
の
展
開
に
密

接
に
関
係
す
る
部
分
の
み
叙
述
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
数
量

分
析
を
補
う
事
例
研
究
も
煩
項
の
感
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
し
か
る

べ
き
整
理
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
旧
幕
臣
の
「
中
継
ぎ
」
的

性
格
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
政
治
学
的
・
行
政
学
的
意
義
を

よ
り
深
く
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
は
ま
っ
た
く
本
論
文
の
価
値
を
減
じ
る
も

の
で
は
な
い
。
さ
ら
な
る
研
鐙
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
門
松
秀
樹
君
に
博
士
（
法

学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
考
え
、

こ
こ
に
報
告
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
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